
naa G :ng is eD

T-EYE



スイスフェデラルデザイン賞

トーンヴェルク高蓄熱型
薪ストーブ受賞歴

SWISS DESIGN AWARD (スイス・デザ
イン賞) スイス／バ－ゼル州の MUT環
境賞は、環境に優しい発明／開発に対し
て贈られる賞です。

RED DOT DESIGN 賞
SWISS QUALITY SEAL： (スイス品質
シール) 各種の薪ストーブの型式検査
に於いて与えられる。そのスト－ブが、
低汚染発火技術でもって高性能を満た
すという高基準にある事を意味してい
ます。

ドイツ、ノース・ライン・ウェストファリ
ア州のデザイン・センターが出す国際的
に有名な賞。

SWISS QUALITY SEAL

プロダクトデザイン
デザインプラス、ISHフランクフルト
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2.

2.2

2.1

燃えている薪は、木の成長過程で空気中から吸収した
ＣＯ２と同量のＣＯ２のみを放出します。近場からと
れた薪であれば、搬送によるＣＯ２排出がありません。
森で腐敗している木は燃えている木と同量のＣＯ２を
排出します。

木と自然環境について

トーンヴェルク・ストーブの燃焼室に入れられる
木についてどれぐらい知っていますか？

木とは？

木の成分は、炭素約５０％、酸素約４２％、水素約６％と
鉱物、窒素、油、樹脂、なめし剤と着色料等２％です。
・・・それが木です。

環境保護

木は蓄えられた
太陽エネルギーです

木は温暖化には
貢献しません。

未来は今始まる

木-ナチュラルで合理的
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4. 防火

安全距離Ａ
側面及び背面は10ｃｍ以内に可燃物を設け
てはいけない。

安全距離Ｂ
煙突は20cm以内に可燃物を設けては
いけない。

安全距離CとD
可燃性床材料は、前面50cm・側面30cm
以内に設けてはいけない。

安全距離E
燃焼が開いている状態の時、80ｃｍ
以内に燃え易いもの（新聞紙・雑誌・
家具）などを置いてはいけない。

安全距離F
天井からの最低必要距離は50cmです。

安全距離Ａ
側面及び背面は10ｃｍ以内に可燃物を設
けてはいけない。

安全距離Ｂ
煙突は20cm以内に可燃物を設けては
いけない。

安全距離CとD
可燃性床材料は、前面50cm・側
面50cm以内に設けてはいけない。

安全距離E
燃焼室が開いている状態の時、
80ｃｍ以内に燃え易いもの（新聞紙・
雑誌・家具）などを置いてはいけない。

安全距離F
天井からの最低必要距離は50cmです。

4.1ターンディスク無しでのT-EYEの安全距離

4.2ターンディスクを装着した場合でのT-EYEの安全距離



煙突
燃焼室ドアー

クラッディング

燃焼室ガラスドアー

ハンドル

ベース 灰受け

6ストーブの使い方
開け方：
ハンドルを後ろへ押す。
閉め方：
ハンドルを手前に引っ張る。

重要：
確実にロックしてください。



続けて炎を楽しむには、炎が十分に見えている間に2本～3
本の薪を投入して下さい。追加された薪は2～3分以内に下
から上へと燃え出します。

燃焼室バックパネルにやや傾けるようにして、薪を立てて
置いてください。薪の重さで火床が下がり燃焼用空気が
供給されます。ストーブ燃焼室には長さ33cmに切られ
た薪をご使用ください。異なる樹種の薪を投入しても、
これらの薪は同時に燃やされます。
着火材に火を点けドアーをロックしてください。
木は上から下へと燃えていきます。

6.1薪の追加

重要
木が勢い良く燃えている時だけエネルギーが全て放出され、
蓄熱体に吸収されます。薪の上に二握りの着火用の細割り
薪を置き、環境に良い着火材（Hoztwolle）を使って着火し
てください。

重要
ドアーの開口はゆっくりと行ってください。
まずは、燃焼室の圧力と室内の圧力が等しくなるよう少し
だけ開けて下さい。これは室内への灰の飛散を抑えます。

木が完全に燃え尽き、格子の上に重みが掛かっていない
時、燃焼空気供給は自動的に閉まります。これはトーンヴ
ェルク・ストーブが急速に冷えていくことを防ぎ、より長い
時間暖かい状態を持続させます。

各燃焼プロセスは異なりますが、
薪の投入する最適なタイミングは使用を続けるとすぐにわ
かります。



7.1灰の除去
1

7.2

1

7.3   

1

2

ラフクラッディング（サイドパネル）の表面のゴミやほこりは、掃除機で吸い取ってください。
掃除機に付属されている柔らかいブラシを使用すると効果的です。磨かれてるクラッディン
グは、湿らせた布で拭いてください。頑固な汚れの場合、付属のクリーニングストーンを使い
ます。本体を硬いブラシや科学洗浄剤で拭かないでください。ストーブの機能を最適に保つ
には、年1度の煙突掃除とストーブのお手入れが不可欠です。

７.日常の手入れ

ストーブが冷めている時だけ灰を除去してください。
灰受けのレバー（1）は、何度か左右へ動かします。
灰は灰受けボックスの中に落ちます。

ウィンドウを7.2の要領で外します。後ろのパネル（１）を
燃焼室から外します。煙突と蓄熱体内部を掃除し、掃除
機で綺麗にしてください。パネルを元の位置に正確に戻
し、ウィンドウを元に戻して、フックが確実にロックしてい
ることを確認してください。

煙突掃除

ロッキングホック（１）をつまみ、ウィンドウ（２）を持ち
上げて取り外します。ガラスは湿った布に灰をつけて
お掃除します。灰のアルカリ成分が洗剤の役割を果た
し綺麗にすることが出来ます。頑固な汚れは何度か繰
り返すか、特別なウインドウクリーナーを使ってくださ
い。ウィンドウを元に戻して、フックが確実にロックして
いることを確認してください。

窓のお掃除



薪に火がつかない・くすぶるだけ・火
が消える場合:

・薪の本数が不足しています。
・不適切な焚きつけ。
・薪が湿っている。
・薪が太すぎる。
・ダンパーを全開にして下さい。

燃焼室が黒く汚れる・窓が黒く汚れ
る場合:
・十分な燃焼用空気を供給して下さ
  い。
・薪が少なすぎる。
・薪が湿っているか、太すぎる。
・煙突ダンパーを全開にして下さい。

煙がストーブから漏れる
・予備燃焼で煙突の吸引力を確保し
  て下さい。
・十分な空気の供給を確保してくだ
  さい。（家の中の換気扇などの換気
  装置、エアコンを止める。焚付け用
  の細割薪が完全に燃え上がるまで、
  ドアーを少し開けておく。）

下記の項目は保証期間中にかかわらず、保証の対象となりません。
・ 消耗品:　ガスケット、鋳物格子、燃焼室内耐火煉瓦、ガラス等
・ 煙による汚れと、物でぶつけられた時の破損。
・ クラッディングの自然な変色、不均等な変色。
・ 燃焼室内耐火煉瓦のひび割れは、トーンヴェルク・ストーブの安
　全性に影響を与えません。
・ 取扱説明書に記載されている取り扱い方法が守られなかった
　場合の損傷。
・ その他の保険や契約によって保証されている損傷。


